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１．研究の概要 

1) 研究の背景および目的 

[背景]  

団塊の世代が後期高齢者になる2025年問題とその後の人口減少、医療経済上の問題により、

国の施策として地域包括ケアシステムが導入され、病院から在宅へと療養の場の移行が進

んでいます。認知障害あるいは身体障害を有して在宅に戻る場合、高度な医療的・福祉的

支援を必要とします。しかしながら、認知障害と身体障害の両方を有する場合には、これ

らを単独で有する場合とは異なる支援が必要となります。 

[目的]  

本研究の目的は、認知障害と身体障害が重複した高齢者の在宅移行を促すための必要要件

を明らかにし、重複障害のある高齢者・家族共に過度の負担を有することなく在宅移行で

きる看護援助のあり方を検討することです。 

 

2) 予想される医学上の貢献及び研究の意義 

地域包括ケアシステムの導入により、国の施策として、療養の場は病院から在宅に移行し

ています。本研究により、患者様やご家族様が過度な負担を有することなく療養の場を選

択するには、医療福祉関係者がどのような支援を行えばよいのかについて、示唆を得るこ

とが出来ます。 

 

２．研究の方法 

1) 研究対象者 

2013 年 4 月 1 日～2014 年 3 月 31 日の間に、独立行政法人国立病院機構 浜田医療センタ

ー 亜急性病棟（整形外科・脳神経外科）に入院され、認知機能障害と身体機能障害を有



していた方々です。 

 

2) 研究期間 

2017 年 1 月開催の独立行政法人国立病院機構 浜田医療センター 倫理審査委員会承認後

～2017 年 4 月 30 日です。 

 

3) 研究方法 

[方法] 

上記の条件を満たす患者様の診療録・看護記録から、下記に記す 15 項目の情報を抽出し、

事例分析を行います。すなわち、患者様毎に、抽出された情報を時系列で整理し、在宅移

行が円滑に進むためには、どのような条件が整う必要があったのかを分析します。次に、

対象となられた全患者様の分析結果を統合し、説明力のある概念を生成します。 

 

4) 使用する情報 

この研究に使用する情報として、カルテと看護記録から以下の情報を抽出し使用させてい

ただきますが、あなたの個人情報は削除し、匿名化して、個人情報などが漏洩しないよう

プライバシーの保護には細心の注意を払います。公表に当たっては、対象者全員の情報を

分析した結果を公表しますので、個人が特定されることはありません。 

1）年齢、性別、家族構成、キーパーソン、主介護者協力の有無と程度 

2）疾患名、既往歴 

3) 退院先(自宅、施設、病院) 

4）亜急性病棟に転入し退院するまでの期間 

5) 介護保険の有無、申請時期、多職種の介入の有無 

6) 入院前/退院後の ADL(移動、清潔、排泄、食事) 

7) 介護保険在宅サービスの調整 

8) 住宅改修の有無 

9) 福祉用具の調整 

10)リハビリの実施状況 

11)家族やケアマネージャーのリハビリ見学の有無 

12)栄養指導、薬剤指導の有無 

13)看護記録より、(1)退院支援の看護計画，(2)患者・家族の退院に対する思い，(3)退院指

導の実践，(4)多職種との連携，(5)退院に向けカンファレンスした事柄 

14)患者・家族の病識 

15)退院後に予測される問題 

 

 



6) 情報の保存、二次利用 

この研究に使用した情報は、研究の中止あるいは研究終了後３年間、浜田医療センター ５

階北病棟保管庫で保存させていただきます。電子情報の場合はパスワード等で制御された

コンピューターに保存し、その他の情報は施錠可能な保管庫に保存します。情報は、匿名

化し個人情報が特定できない形にした上で保管します。なお、保存した情報を用いて新た

な研究を行う際は、浜田医療センターのホームページあるいは掲示板にポスターを掲示し

てお知らせします。 

 

7) 研究計画書および個人情報の開示 

あなたのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、

この研究計画の資料等を閲覧または入手することができますので、お申し出ください。 

また、この研究における個人情報の開示は、患者様・ご家族等（配偶者、成人の子又は兄

弟姉妹等、後見人、保佐人）が希望される場合にのみ行います。内容についておわかりに

なりにくい点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ねください。 

この研究はあなたのデータを個人情報がわからない形にして、学会や論文で発表しますの

で、ご了解ください。 

 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

また、あなたの情報が研究に使用されることについて,ご了承いただけない場合には研究対

象としませんので、平成 29 年 3 月 31 日までの間に下記の連絡先までお申し出ください。

この場合も診療など病院サービスにおいて患者の皆様に不利益が生じることはありません。 

本研究は、独立行政法人国立病院機構 浜田医療センター 倫理委員会の承認を受けてお

ります。 

 

＜問い合わせ・連絡先＞ 

 独立行政法人国立病院機構 浜田医療センター  

 役職 氏名  看護師 佐々木克敏 

 電話：0855‐25‐0505（平日：8 時 30 分～17 時 15 分） 

ファックス：0855-28-7070 


